
神のみことばの
いやしの力

私たちは、聖書のすべてのページを通して、神の癒しの力の証拠を見ます。
創世記から黙示録まで、神はご自身の臨在が癒しをもたらすことを明らかにされ
ています。神はご自身の創造物に対して大きな憐みをお持ちです。この憐みのゆ
えに、神は救い、癒しと解放を私たちみんなに与えて下さいます。私たちの責任は、
イエスキリストを私たちの主、そして救い主として受け入れることで始まります。
十字架で、イエスキリストは私たちの病いを取り去って下さいました。

みことばは新改訳聖書第 3版で朗読されます。

イザヤ書 53:4-5

まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった。だが、私たちは思っ

た。彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられたのだと。しかし、彼は、私たちの

そむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめ

が私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。

マタイの福音書 8:16-17

夕方になると、人々は悪霊につかれた者を大ぜい、みもとに連れて来た。そこ

で、イエスはみことばをもって霊どもを追い出し、また病気の人々をみないや

された。これは、預言者イザヤを通して言われた事が成就するためであった。「彼

が私たちのわずらいを身に引き受け、私たちの病を背負った。」

ペテロの手紙 第一 2:24

そして自分から十字架の上で、私たちの罪をその身に負われました。それは、私

たちが罪を離れ、義のために生きるためです。キリストの打ち傷のゆえに、あな

たがたは、いやされたのです。

創世記 20:17

そこで、アブラハムは神に祈った。神はアビメレクとその妻、および、はし

ためたちをいやされたので、彼らはまた子を産むようになった。

出エジプト記 15:26

そして、仰せられた。「もし、あなたがあなたの神、【主】の声に確かに聞き従い、

主が正しいと見られることを行い、またその命令に耳を傾け、そのおきてをこ

とごとく守るなら、わたしはエジプトに下したような病気を何一つあなたの上

に下さない。わたしは【主】、あなたをいやす者である。」

詩篇 6:2

主よ。私をあわれんでください。私は衰えております。【主】よ。私をいやし

てください。私の骨は恐れおののいています。

私の神、主よ。私があなたに叫び求めると、あなたは私を、いやされました。主よ。

あなたは私のたましいをよみから引き上げ、私が穴に下って行かないように、

私を生かしておかれました。聖徒たちよ。主をほめ歌え。その聖なる御名に感

謝せよ。まことに、御怒りはつかの間、いのちは恩寵のうちにある。夕暮れに

は涙が宿っても、朝明けには喜びの叫びがある。

詩篇 30:2-5
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詩篇 41:4

私は言った。「【主】よ、あわれんでください。私のたましいをいやしてください。

私はあなたに罪を犯したからです。」

詩篇 91:16

わたしは、彼を長いいのちで満ち足らせ、わたしの救いを彼に見せよう。

詩篇 103:2-5

わがたましいよ。【主】をほめたたえよ。主の良くしてくださったことを何一つ忘れ

るな。主は、あなたのすべての咎を赦し、あなたのすべての病をいやし、あなたの

いのちを穴から贖い、あなたに、恵みとあわれみとの冠をかぶらせ、あなたの一生

を良いもので満たされる。あなたの若さは、鷲のように、新しくなる。

詩篇 107:20

主はみことばを送って彼らをいやし、その滅びの穴から彼らを助け出された。

詩篇 118:17

私は死ぬことなく、かえって生き、そして【主】のみわざを語り告げよう。

詩篇 147:3

主は心の打ち砕かれた者をいやし、彼らの傷を包む。

出エジプト記 23:25

あなたがたの神、【主】に仕えなさい。主はあなたのパンと水を祝福してくださる。

わたしはあなたの間から病気を除き去ろう。

列王記 第二 5:1,3,10 & 14

アラムの王の将軍ナアマンは、その主君に重んじられ、尊敬されていた。【主】がか

つて彼によってアラムに勝利を得させられたからである。この人は勇士で、ツァラ

アトに冒されていた。

その女主人に言った。「もし、ご主人さまがサマリヤにいる預言者のところに行かれ

たら、きっと、あの方がご主人さまのツァラアトを直してくださるでしょうに。」

エリシャは、彼に使いをやって、言った。「ヨルダン川へ行って七たびあなたの身を

洗いなさい。そうすれば、あなたのからだが元どおりになってきよくなります。」

そこで、ナアマンは下って行き、神の人の言ったとおりに、ヨルダン川に七たび身

を浸した。すると彼のからだは元どおりになって、幼子のからだのようになり、き

よくなった。

列王記 第二 20:1-3 & 5 

そのころ、ヒゼキヤは病気になって死にかかっていた。そこへ、アモツの子、預言

者イザヤが来て、彼に言った。「【主】はこう仰せられます。『あなたの家を整理せよ。

あなたは死ぬ。直らない。』」そこでヒゼキヤは顔を壁に向けて、【主】に祈って、言っ

た。「ああ、【主】よ。どうか思い出してください。私が、まことを尽くし、全き心

をもって、あなたの御前に歩み、あなたがよいと見られることを行ってきたことを。」

こうして、ヒゼキヤは大声で泣いた。

「引き返して、わたしの民の君主ヒゼキヤに告げよ。あなたの父ダビデの神、【主】は、

こう仰せられる。『わたしはあなたの祈りを聞いた。あなたの涙も見た。見よ。わた

しはあなたをいやす。三日目には、あなたは【主】の宮に上る。
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歴代誌 第二 7:14

わたしの名を呼び求めているわたしの民がみずからへりくだり、祈りをささげ、わ

たしの顔を慕い求め、その悪い道から立ち返るなら、わたしが親しく天から聞いて、

彼らの罪を赦し、彼らの地をいやそう。

歴代誌 第二 30:20

【主】はヒゼキヤの願いを聞かれ、民をいやされた。

箴言 4:20-22

わが子よ。私のことばをよく聞け。私の言うことに耳を傾けよ。

それをあなたの目から離さず、あなたの心のうちに保て。

見いだす者には、それはいのちとなり、その全身を健やかにする。

箴言 18:21

死と生は舌に支配される。どちらかを愛して、人はその実を食べる。

イザヤ書 58:6-8

わたしの好む断食は、これではないか。悪のきずなを解き、くびきのなわめをほどき、

しいたげられた者たちを自由の身とし、すべてのくびきを砕くことではないか。

飢えた者にはあなたのパンを分け与え、家のない貧しい人々を家に入れ、裸の人を

見て、これに着せ、あなたの肉親の世話をすることではないか。

そのとき、暁のようにあなたの光がさしいで、あなたの傷はすみやかにいやされる。

あなたの義はあなたの前に進み、【主】の栄光が、あなたのしんがりとなられる。

イザヤ書 61:1

神である主の霊が、わたしの上にある。【主】はわたしに油をそそぎ、貧しい者に良

い知らせを伝え、心の傷ついた者をいやすために、わたしを遣わされた。捕らわれ

人には解放を、囚人には釈放を告げ、

エレミヤ書 3:22

背信の子らよ。帰れ。わたしがあなたがたの背信をいやそう。」「今、私たちはあな

たのもとにまいります。あなたこそ、私たちの神、【主】だからです。

エレミヤ書 17:14

私をいやしてください。【主】よ。そうすれば、私はいえましょう。私をお救いくだ

さい。そうすれば、私は救われます。あなたこそ、私の賛美だからです。

エレミヤ書 30:17

わたしがあなたの傷を直し、あなたの打ち傷をいやすからだ。─【主】の御告げ─

エレミヤ書 33:6 

見よ。わたしはこの町の傷をいやして直し、彼らをいやして彼らに平安と真実を豊

かに示す。

ホセア書 6:1

「さあ、【主】に立ち返ろう。主は私たちを引き裂いたが、また、いやし、私たちを打っ

たが、また、包んでくださるからだ。
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マラキ書 4:2 

しかし、わたしの名を恐れるあなたがたには、義の太陽が上り、その翼には、いや

しがある。

[ 次のみことばは、新約聖書にある癒しのみことばです。]

マタイの福音書 4:23-24

イエスはガリラヤ全土を巡って、会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、民の中のあ

らゆる病気、あらゆるわずらいを直された。イエスのうわさはシリヤ全体に広まっ

た。それで人々は、さまざまな病気や痛みに苦しむ病人、悪霊につかれた人、てん

かんの人、中風の人などをみな、みもとに連れて来た。イエスは彼らをいやされた。

マタイの福音書 8:7-8 & 13

イエスは彼に言われた。「行って、直してあげよう。」しかし、百人隊長は答えて言っ

た。「主よ。あなたを私の屋根の下にお入れする資格は、私にはありません。ただ、

おことばを下さい。そうすれば、私のしもべは直ります。

それから、イエスは百人隊長に言われた。「さあ行きなさい。あなたの信じたとお

りになるように。」すると、ちょうどその時、そのしもべはいやされた。

マタイの福音書 8:16-17

夕方になると、人々は悪霊につかれた者を大ぜい、みもとに連れて来た。そこで、

イエスはみことばをもって霊どもを追い出し、また病気の人々をみないやされた。

これは、預言者イザヤを通して言われた事が成就するためであった。「彼が私たち

のわずらいを身に引き受け、私たちの病を背負った。」

マタイの福音書 9:35 

それから、イエスは、すべての町や村を巡って、会堂で教え、御国の福音を宣べ伝

え、あらゆる病気、あらゆるわずらいをいやされた。

マタイの福音書 12:15

イエスはそれを知って、そこを立ち去られた。すると多くの人がついて来たので、

彼らをみないやし、

マタイの福音書 12:22 

そのとき、悪霊につかれて、目も見えず、口もきけない人が連れて来られた。イエ

スが彼をいやされたので、その人はものを言い、目も見えるようになった。

マタイの福音書 14:14 

イエスは舟から上がると、多くの群衆を見、彼らを深くあわれんで、彼らの病気を

いやされた。

マタイの福音書 15:28 

そのとき、イエスは彼女に答えて言われた。「ああ、あなたの信仰はりっぱです。

その願いどおりになるように。」すると、彼女の娘はその時から直った。
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マタイの福音書 15:30

すると大ぜいの人の群れが、足のなえた者、手足の不自由な者、盲人、口のきけない者、

そのほか多くの人をみもとに連れて来た。そして彼らをイエスの足もとに置いたの

で、イエスは彼らをいやされた。

マタイの福音書 19:2

すると、大ぜいの群衆がついて来たので、そこで彼らをいやされた。

マタイの福音書 20:34

イエスはかわいそうに思って、彼らの目にさわられた。すると、すぐさま彼らは見

えるようになり、イエスについて行った。

マタイの福音書 21:14

また、宮の中で、盲人や足のなえた人たちがみもとに来たので、イエスは彼らをい

やされた。

マルコの福音書 1:34

イエスは、さまざまの病気にかかっている多くの人をいやし、また多くの悪霊を追

い出された。そして悪霊どもがものを言うのをお許しにならなかった。彼らがイエ

スをよく知っていたからである。

マルコの福音書 1:40-42

さて、ツァラアトに冒された人がイエスのみもとにお願いに来て、ひざまずいて言っ

た。「お心一つで、私をきよくしていただけます。」

イエスは深くあわれみ、手を伸ばして、彼にさわって言われた。「わたしの心だ。き

よくなれ。」すると、すぐに、そのツァラアトが消えて、その人はきよくなった。

マルコの福音書 3:10

それは、多くの人をいやされたので、病気に悩む人たちがみな、イエスにさわろう

として、みもとに押しかけて来たからである。

マルコの福音書 5:22-23, 35-36 & 41-42

すると、会堂管理者のひとりでヤイロという者が来て、イエスを見て、その足もと

にひれ伏し、いっしょうけんめい願ってこう言った。「私の小さい娘が死にかけてい

ます。どうか、おいでくださって、娘の上に御手を置いてやってください。娘が直っ

て、助かるようにしてください。」

イエスが、まだ話しておられるときに、会堂管理者の家から人がやって来て言った。

「あなたのお嬢さんはなくなりました。なぜ、このうえ先生を煩わすことがありましょ

う。」

イエスは、その話のことばをそばで聞いて、会堂管理者に言われた。「恐れないで、

ただ信じていなさい。」そして、その子どもの手を取って、「タリタ、クミ」と言われた。

(訳して言えば、「少女よ。あなたに言う。起きなさい」という意味である。)

すると、少女はすぐさま起き上がり、歩き始めた。
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マルコの福音書 5:29 & 34

すると、すぐに、血の源がかれて、ひどい痛みが直ったことを、からだに感じた。

そこで、イエスは彼女にこう言われた。「娘よ。あなたの信仰があなたを直した

のです。安心して帰りなさい。病気にかからず、すこやかでいなさい。」

ルカの福音書 4:18

「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、

わたしに油をそそがれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕らわれ人には赦

免を、盲人には目の開かれることを告げるために。しいたげられている人々を自

由にし、

ルカの福音書 4:40

日が暮れると、いろいろな病気で弱っている者をかかえた人たちがみな、その病

人をみもとに連れて来た。イエスは、ひとりひとりに手を置いて、いやされた。

ルカの福音書 5:15

しかし、イエスのうわさは、ますます広まり、多くの人の群れが、話を聞きに、

また、病気を直してもらいに集まって来た。

ルカの福音書 5:17-18

ある日のこと、イエスが教えておられると、パリサイ人と律法の教師たちも、そ

こにすわっていた。彼らは、ガリラヤとユダヤとのすべての村々や、エルサレム

から来ていた。イエスは、主の御力をもって、病気を直しておられた。

するとそこに、男たちが、中風をわずらっている人を、床のままで運んで来た。

そして、何とかして家の中に運び込み、イエスの前に置こうとしていた。

ルカの福音書 5:24-26

人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたに悟らせるために」

と言って、中風の人に、「あなたに命じる。起きなさい。寝床をたたんで、家に

帰りなさい」と言われた。すると彼は、たちどころに人々の前で立ち上がり、寝

ていた床をたたんで、神をあがめながら自分の家に帰った。

人々はみな、ひどく驚き、神をあがめ、恐れに満たされて、「私たちは、きょう、

驚くべきことを見た」と言った。

ルカの福音書 6:17-18

それから、イエスは、彼らとともに山を下り、平らな所にお立ちになったが、多

くの弟子たちの群れや、ユダヤ全土、エルサレム、さてはツロやシドンの海べか

ら来た大ぜいの民衆がそこにいた。イエスの教えを聞き、また病気を直していた

だくために来た人々である。また、汚れた霊に悩まされていた人たちもいやされ

た。

ルカの福音書 6:19

群衆のだれもが何とかしてイエスにさわろうとしていた。大きな力がイエスから

出て、すべての人をいやしたからである。
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ルカの福音書 7:2, 3 & 6-10

ところが、ある百人隊長に重んじられているひとりのしもべが、病気で死に

かけていた。百人隊長は、イエスのことを聞き、みもとにユダヤ人の長老た

ちを送って、しもべを助けに来てくださるようお願いした。

イエスは、彼らといっしょに行かれた。そして、百人隊長の家からあまり遠

くない所に来られたとき、百人隊長は友人たちを使いに出して、イエスに伝

えた。「主よ。わざわざおいでくださいませんように。あなたを私の屋根の

下にお入れする資格は、私にはありません。ですから、私のほうから伺うこ

とさえ失礼と存じました。ただ、おことばをいただかせてください。そうす

れば、私のしもべは必ずいやされます。と申しますのは、私も権威の下にあ

る者ですが、私の下にも兵士たちがいまして、そのひとりに『行け』と言え

ば行きますし、別の者に『来い』と言えば来ます。また、しもべに『これを

せよ』と言えば、そのとおりにいたします。」

これを聞いて、イエスは驚かれ、ついて来ていた群衆のほうに向いて言われ

た。「あなたがたに言いますが、このようなりっぱな信仰は、イスラエルの

中にも見たことがありません。」使いに来た人たちが家に帰ってみると、し

もべはよくなっていた。

ルカの福音書 7:12-15

イエスが町の門に近づかれると、やもめとなった母親のひとり息子が、死ん

でかつぎ出されたところであった。町の人たちが大ぜいその母親につき添っ

ていた。

主はその母親を見てかわいそうに思い、「泣かなくてもよい」と言われた。

そして近寄って棺に手をかけられると、かついでいた人たちが立ち止まった

ので、「青年よ。あなたに言う、起きなさい」と言われた。すると、その死

人が起き上がって、ものを言い始めたので、イエスは彼を母親に返された。

ルカの福音書 7:22

そして、答えてこう言われた。「あなたがたは行って、自分たちの見たり聞

いたりしたことをヨハネに報告しなさい。目の見えない者が見、足のなえた

者が歩き、ツァラアトに冒された者がきよめられ、耳の聞こえない者が聞き、

死人が生き返り、貧しい者たちに福音が宣べ伝えられている。

ルカの福音書 8:43-47

ときに、十二年の間長血をわずらった女がいた。だれにも直してもらえなかっ

たこの女は、イエスのうしろに近寄って、イエスの着物のふさにさわった。

すると、たちどころに出血が止まった。

イエスは、「わたしにさわったのは、だれですか」と言われた。みな自分で

はないと言ったので、ペテロは、「先生。この大ぜいの人が、ひしめき合っ

て押しているのです」と言った。

しかし、イエスは、「だれかが、わたしにさわったのです。わたしから力が

出て行くのを感じたのだから」と言われた。女は、隠しきれないと知って、

震えながら進み出て、御前にひれ伏し、すべての民の前で、イエスにさわっ

たわけと、たちどころにいやされた次第とを話した。
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ルカの福音書 8:43-47

ときに、十二年の間長血をわずらった女がいた。だれにも直してもらえなかった

この女は、イエスのうしろに近寄って、イエスの着物のふさにさわった。すると、

たちどころに出血が止まった。

イエスは、「わたしにさわったのは、だれですか」と言われた。みな自分ではな

いと言ったので、ペテロは、「先生。この大ぜいの人が、ひしめき合って押して

いるのです」と言った。

しかし、イエスは、「だれかが、わたしにさわったのです。わたしから力が出て

行くのを感じたのだから」と言われた。女は、隠しきれないと知って、震えなが

ら進み出て、御前にひれ伏し、すべての民の前で、イエスにさわったわけと、た

ちどころにいやされた次第とを話した。

ルカの福音書 9:11

ところが、多くの群衆がこれを知って、ついて来た。それで、イエスは喜んで彼

らを迎え、神の国のことを話し、また、いやしの必要な人たちをおいやしになった。

ルカの福音書 9:42

その子が近づいて来る間にも、悪霊は彼を打ち倒して、激しくひきつけさせてし

まった。それで、イエスは汚れた霊をしかって、その子をいやし、父親に渡された。

ルカの福音書 13:10-13

イエスは安息日に、ある会堂で教えておられた。

すると、そこに十八年も病の霊につかれ、腰が曲がって、全然伸ばすことのでき

ない女がいた。イエスは、その女を見て、呼び寄せ、「あなたの病気はいやされ

ました」と言って、手を置かれると、女はたちどころに腰が伸びて、神をあがめた。

ルカの福音書 14:1-4

ある安息日に、食事をしようとして、パリサイ派のある指導者の家に入られたと

き、みんながじっとイエスを見つめていた。そこには、イエスの真っ正面に、水

腫をわずらっている人がいた。イエスは、律法の専門家、パリサイ人たちに、「安

息日に病気を直すことは正しいことですか、それともよくないことですか」と言

われた。しかし、彼らは黙っていた。それで、イエスはその人を抱いていやし、

帰された。

ルカの福音書 17:12-19

ある村に入ると、十人のツァラアトに冒された人がイエスに出会った。彼らは遠

く離れた所に立って、声を張り上げて、「イエスさま、先生。どうぞあわれんで

ください」と言った。イエスはこれを見て言われた。「行きなさい。そして自分

を祭司に見せなさい。」彼らは行く途中できよめられた。そのうちのひとりは、

自分のいやされたことがわかると、大声で神をほめたたえながら引き返して来て、

イエスの足もとにひれ伏して感謝した。彼はサマリヤ人であった。そこでイエス

は言われた。「十人きよめられたのではないか。九人はどこにいるのか。神をあ

がめるために戻って来た者は、この外国人のほかには、だれもいないのか。」そ

れからその人に言われた。「立ち上がって、行きなさい。あなたの信仰が、あな

たを直したのです。」



神のみことばの
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ヨハネの福音書 4:47 & 50

この人は、イエスがユダヤからガリラヤに来られたと聞いて、イエスのところへ行

き、下って来て息子をいやしてくださるように願った。息子が死にかかっていたか

らである。イエスは彼に言われた。「帰って行きなさい。あなたの息子は直ってい

ます。」その人はイエスが言われたことばを信じて、帰途についた。

ヨハネの福音書 5:5-9

そこに、三十八年もの間、病気にかかっている人がいた。

イエスは彼が伏せっているのを見、それがもう長い間のことなのを知って、彼に言

われた。「よくなりたいか。」病人は答えた。「主よ。私には、水がかき回されたとき、

池の中に私を入れてくれる人がいません。行きかけると、もうほかの人が先に降り

て行くのです。」イエスは彼に言われた。「起きて、床を取り上げて歩きなさい。」

すると、その人はすぐに直って、床を取り上げて歩き出した。

ヨハネの福音書 11:14 & 43-44

そこで、イエスはそのとき、はっきりと彼らに言われた。「ラザロは死んだのです。」

そして、イエスはそう言われると、大声で叫ばれた。「ラザロよ。出て来なさい。」

すると、死んでいた人が、手と足を長い布で巻かれたままで出て来た。彼の顔は布

切れで包まれていた。イエスは彼らに言われた。「ほどいてやって、帰らせなさい。」

[ 次は、イエス様が癒しの権限をご自分以外の人々に与えた新約聖書のみことば
です。]

マタイの福音書 10:1

イエスは十二弟子を呼び寄せて、汚れた霊どもを制する権威をお授けになった。霊

どもを追い出し、あらゆる病気、あらゆるわずらいをいやすためであった。

マタイの福音書 10:7-8

行って、『天の御国が近づいた』と宣べ伝えなさい。

病人をいやし、死人を生き返らせ、ツァラアトに冒された者をきよめ、悪霊を追い

出しなさい。あなたがたは、ただで受けたのだから、ただで与えなさい。

マルコの福音書 3:14-15

そこでイエスは十二弟子を任命された。それは、彼らを身近に置き、また彼らを遣

わして福音を宣べさせ、悪霊を追い出す権威を持たせるためであった。

マルコの福音書 6:7 & 13

また、十二弟子を呼び、ふたりずつ遣わし始め、彼らに汚れた霊を追い出す権威を

お与えになった。悪霊を多く追い出し、大ぜいの病人に油を塗っていやした。

マルコの福音書 16:15,18 & 20

それから、イエスは彼らにこう言われた。「全世界に出て行き、すべての造られた

者に、福音を宣べ伝えなさい。･･･蛇をもつかみ、たとい毒を飲んでも決して害を受

けず、また、病人に手を置けば病人はいやされます。」そこで、彼らは出て行って、

至る所で福音を宣べ伝えた。主は彼らとともに働き、みことばに伴うしるしをもっ

て、みことばを確かなものとされた。〕
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ルカの福音書 9:1-2

イエスは、十二人を呼び集めて、彼らに、すべての悪霊を追い出し、病気を直すた

めの、力と権威とをお授けになった。それから、神の国を宣べ伝え、病気を直すた

めに、彼らを遣わされた。

ルカの福音書 9:6

十二人は出かけて行って、村から村へと回りながら、至る所で福音を宣べ伝え、病

気を直した。

使徒の働き 3:2 & 6-8

すると、生まれつき足のなえた人が運ばれて来た。

すると、ペテロは、「金銀は私にはない。しかし、私にあるものを上げよう。ナザレ

のイエス・キリストの名によって、歩きなさい」と言って、彼の右手を取って立た

せた。するとたちまち、彼の足とくるぶしが強くなり、おどり上がってまっすぐに

立ち、歩きだした。そして歩いたり、はねたりしながら、神を賛美しつつ、ふたり

といっしょに宮に入って行った。

使徒の働き 5:15-16

ついに、人々は病人を大通りへ運び出し、寝台や寝床の上に寝かせ、ペテロが通り

かかるときには、せめてその影でも、だれかにかかるようにするほどになった。また、

エルサレムの付近の町々から、大ぜいの人が、病人や、汚れた霊に苦しめられてい

る人などを連れて集まって来たが、その全部がいやされた。

使徒の働き 8:7

汚れた霊につかれた多くの人たちからは、その霊が大声で叫んで出て行くし、多く

の中風の者や足のなえた者は直ったからである。

使徒の働き 9:34

ペテロは彼にこう言った。「アイネヤ。イエス・キリストがあなたをいやしてくださ

るのです。立ち上がりなさい。そして自分で床を整えなさい。」すると彼はただちに

立ち上がった。

使徒の働き 10:38

それは、ナザレのイエスのことです。神はこの方に聖霊と力を注がれました。この

イエスは、神がともにおられたので、巡り歩いて良いわざをなし、また悪魔に制せ

られているすべての者をいやされました。

使徒の働き 19:11-12

神はパウロの手によって驚くべき奇蹟を行われた。パウロの身に着けている手ぬぐ

いや前掛けをはずして病人に当てると、その病気は去り、悪霊は出て行った。

使徒の働き 28:8-9

たまたまポプリオの父が、熱病と下痢とで床に着いていた。そこでパウロは、その

人のもとに行き、祈ってから、彼の上に手を置いて直してやった。このことがあっ

てから、島のほかの病人たちも来て、直してもらった。
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コリント人への手紙 第一 12:28

そして、神は教会の中で人々を次のように任命されました。すなわち、第一に使徒、

次に預言者、次に教師、それから奇蹟を行う者、それからいやしの賜物を持つ者、

助ける者、治める者、異言を語る者などです。

ヤコブの手紙 5:14-16

あなたがたのうちに病気の人がいますか。その人は教会の長老たちを招き、主の御

名によって、オリーブ油を塗って祈ってもらいなさい。信仰による祈りは、病む人

を回復させます。主はその人を立たせてくださいます。また、もしその人が罪を犯

していたなら、その罪は赦されます。

ですから、あなたがたは、互いに罪を言い表し、互いのために祈りなさい。いやさ

れるためです。義人の祈りは働くと、大きな力があります。

ペテロの手紙 第一 2:24

そして自分から十字架の上で、私たちの罪をその身に負われました。それは、私た

ちが罪を離れ、義のために生きるためです。キリストの打ち傷のゆえに、あなたが

たは、いやされたのです。

ヨハネの手紙 第三 1:2

愛する者よ。あなたが、たましいに幸いを得ているようにすべての点でも幸いを得、

また健康であるように祈ります。

ヨハネの黙示録 21:4

彼らの目の涙をすっかりぬぐい取ってくださる。もはや死もなく、悲しみ、叫び、

苦しみもない。なぜなら、以前のものが、もはや過ぎ去ったからである。」

ヨハネの黙示録 22:2

都の大通りの中央を流れていた。川の両岸には、いのちの木があって、十二種の実

がなり、毎月、実ができた。また、その木の葉は諸国の民をいやした。


